
・松戸市では令和３年度より、
精神障害者等の個別事例の検討
を行う地域個別ケア会議を市内
３カ所の基幹相談支援センター
がそれぞれ年２回主催

・同会議に、「精神障害にも対
応した地域包括ケアシステム構
築のための協議の場」の機能を
付与

・個別事例について地域内での
解決を図るとともに、精神障害
者の地域移行・地域定着に係る
地域課題の抽出を行ってきた。
令和３年度から令和５年度11月
末までに一定数の地域課題が集
積された

・同会議でこれまで集積された
地域課題を分析し、市全体に共
通する地域課題として、『地域
移行支援の周知不足』を抽出

・特に、精神科病院から退院す
る精神障害者等の障害福祉サー
ビス利用計画を作成する、相談
支援事業者に対しての周知が不
足

・令和5年度
年度末に行う相談支援事業

者に対する集団指導の場を活
用した周知により、「精神障
害にも対応した地域包括ケア
システム構築」の土台づくり
を図る。
・令和6年度
引き続き地域課題の集約・

分析を行いつつ、対象者の共
通認識および顔の見える関係
づくりのために、精神科病院
等を含めた周知を検討する。

地域個別ケア会議（精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築のための協議の場）に係る取り組みについて

これまでの取組 課 題 今後の取組

松戸市では本表の「これまでの取組」のとおり、地域個別ケア会議にて、国が推進している「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」について協議し
てまいりました。一定の個別課題が集積されたことから、このたび地域課題を抽出いたしました。本表記載の内容の、主に「今後の取組」について、松戸市地域自
立支援協議会委員の皆様のご意見を賜りたく、ご審議をお願いいたします。いただきましたご意見等につきましては、地域個別ケア会議にフィードバックのうえ、
今後の取組みの材料とさせていただきます。

資料２



松戸市では、地域個別ケア会議（基幹相談支

援センターが年2回主催）に、精神障害にも

対応した地域包括ケアシステム構築に資する

『協議の場』を位置付けている
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